
正和電工株式会社

６年

学年

もしもトイレがなかったら？を入り口に下水処
理と水、病気との関連、「バイオトイレ」、また
オガクズの使用からものの特性を活かすこと
について学ぶ。

９０分

工場見学も可能

バイオトイレの実物は旭山動物園などで確認することが可能
その他

－教員の声

－児童の声

なし実施回数過去の実績

教場は家庭科室でも可能（水を使用）その他

学校：ビーカー等の片付け授業後片付け

学校：パソコン等設置、実験準備品を班毎に用意授業前準備

理科室の確保、関連する単元の学習進度事前確認事項

応相談実施可能時期

応相談年間実施可能回数

旭川市内・近郊市町村実施地域実施条件

チップとオガクズ、使用済みオガクズ
企
業

※ない場合は用途に応じ代替物を用意または、地域の他校より借りてください。

パソコン、プロジェクター、スクリーン

クラスに１つ：ダンボール３０ｃｍ四方程度、りんごの皮など残飯少量

以下班毎：天秤ばかりまたは電子スケール１、２００ｍｌ．ビーカー３、５００ｍｌ．ビーカー１、目の細か
いザル２

学
校

用意するもの

オガクズの粒子の大きさによる重さ・保水力の比較実験。授業後の継続実験では、オガクズを使用
した残飯の分解観察を行う。

実験概要

循環型社会の構築に参画するための基本的な考え方を学ぶ。バイオトイレの開発のきっかけや失
敗と工夫の話などものづくりの姿勢などについても伝える。

企業講師だから

できること

生きていくことと環境とは密接なかかわりがあることを「トイレ」を題材に考える。

環境問題は様々で多様な切り口で取り組む必要があることに気づく。

授業のねらい

単元とのかかわり

発展
生きることと環境汚染～「食べる
→出す→育てる」のナイスサイク
ル！

生物と環境

授業概要授業名単元

授業案情報

【お願い】児童への接し方等で、何か注意が必要な場合は事前に講師へお伝え下さい。 -71-



・パソコン

・プロジェクター

・問題点の解決
という視点から新
しいものが生ま
れることに気づく

・水洗トイレのも
つ問題点はバイ
オトイレの利点に
つながっている

～バイオトイレの仕組み～（１０分）

◇企業講師：パワーポイント資料を用いて構造を説明

～グループワーク･･･バイオトイレの利点～（２０分）

●児童：４つのキーワードを元に班毎に話し合う

【環境】【災害対策】【環境】【介護】

◆教員：発表させる

（休憩５分 ）

展開

Ⅱ

３０
分

★教員は問題
点をカテゴリに
分け板書

・当たり前のよう
に使っている水
洗トイレのもつ問
題点を整理する

～現状のトイレ処理における問題～

◇企業講師：現状のトイレ処理のかかえる問題を説明

・下水処理未整備地域と設備費

・下水処理が整備できない場所

・災害時と水洗トイレ

・水不足

・肥料になるのか、廃棄物になるのか

展開

Ⅰ

１０
分

・排泄とその処
理の問題は避け
て通れないこと
だと気づく

～もしもトイレがなかったら～

◆教員：トイレがなかったらどうなるか発問

●児童：トイレがないことによる不便を想像・発表

◆教員：講師紹介

◇企業講師：自己紹介・トイレがない場所で起こっている問題につ

いて（水の汚染、病原菌の発生および病気の蔓延等）

導入

５分

・ダンボール

・残飯

★継続実験は
残飯の量に注
意し、１日数回
オガクズをかき
混ぜる

リサイクルするの
は紙やプラス
チックだけでは
ない

～循環型社会を考える～

◇企業講師：メッセージ～バイオトイレによって人間が生きていくこ

とをうまく循環させて社会で活用することが出来る

◆教員：まとめ～生きていくことが環境に与える影響を様々な視点

をもって考え取り組むことが大切

●児童：質問・お礼

※継続実験～オガクズに給食の残飯等を混ぜ分解する様子を観察

まと
め

１０
分

・班毎に実験器
材

・オガクズ

・チップ

①体積と密度と
の関係に気づく

②同じ材質・重さ
でも形状が異な
れば結果が異な
ることに気づく

～オガクズを使った実験～

◇企業講師：実験手順の説明

◆教員：予想と結果の発表を促す

●児童：予想→実験→結果との比較

①粒の大きさによる重さの違い

同じ体積のチップとオガクズの重さを量る

②粒の大きさによる吸水量の違い

ザルに乗せた同じ重さのチップとオガクズにそれぞれ同量の

水をかけ、漏れてくる水の量を比べる

展開

Ⅳ

２５
分

地域産業の有効
活用について学
ぶ

～地域資源としてのオガクズ～

◇企業講師：パワーポイント資料を用いて説明

・旭川と製材／おがくずの産廃処理

・オガクズの利点（多孔質・空隙率高い→保水力と排水性能高い）

・セルロース

展開

Ⅲ

１０
分

教具・教材

★留意点

学習のねらい授業の内容・流れ

◆教員が実施 ◇企業講師が実施 ●児童の活動

時間

【お願い】企業講師の授業では『担任の先生のかかわり』こそ、「学校でまなぶ理科」と「社会」とをむすびつけるものになります。
◆部、既習内容のふり返り及び授業最後のまとめについては担任の先生に実施をお願いしております。また、それ以外の授業
中のかかわり方（企業講師への質問、児童への誘導、意見の拾い上げ等）については、企業講師と事前にお打合せ願います。
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